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タイ人日本語学習者の「結果状態」の「テイル」の習得 
―「タイ語の影響」に着目して― 
 
ドゥアンケーオ・パオサタポーン 
 
?．研究の概要?
「テイル」はよく使用される文法形式であるが、タイ人日本語学習者にとって難しく、
習得するのに困難な文法項目だと言われている。「テイル」の主な用法として、「進行中i」
と「結果状態ii」の 2 つに分類されており、「進行中」より「結果状態」の方が習得が困難
であると今までの研究において明らかになっている（黒野 1995、許 1997、菅谷 2004 等）。  
今までのアスペクト研究を調べてみたところ、「テイル」の習得に関する研究は多くなさ
れてきたが（黒野 1995、許 1997、菅谷 2004 など）、タイ人日本語学習者の「テイル」の
習得状況に関する研究はまだ少ない。ピャマーワディー（1981）では、タイ語と日本語の
アスペクトの比較対照をしているが、タイ人日本語学習者の「テイル」の習得状況を扱っ
た研究は、タサニー（2000）とドゥアンケーオ（2013）しか見当たらない。しかも、どち
らの研究も「テイル」の全体的な習得状況を研究するものであり、タイ人日本語学習者の
「結果状態」の「テイル」の用法に着目して調査する研究は管見の限りまだ見当たらない。 
そこで、本研究では、「テイル」の中心的な用法の一つでよく間違えられる「結果状態」
に着目し、言語理解能力を測る文法テストとフォローアップ・インタビューを用いて、以
下の目的を設定し、明らかにしたい。 
1）中・上級タイ人日本語学習者における「結果状態」の「テイル」の誤用の要因を探
る。また、それらの要因がどのように「結果状態」の「テイル」の習得に影響を与えてい
るかを探る。 
? 2）日本滞在経験の有無という違いで学習したタイ人学習者の「結果状態」の「テイル」
の習得状況が異なっているかどうかを探る。 
 
?．先行研究?
? 「テイル」の習得について、これまで多くの研究が行われてきた。「テイル」の中心的な
用法である「進行中」と「結果状態」の習得順序について、発話資料と文法テストを用い
た調査が行われた結果、「進行中」の方が「結果状態」より習得が早いと報告された研究が
多い（黒野 1,995、許 1997、許 2000、菅谷 2004、松井 2008、孫他 2010）。また、「テイ
ル」の習得を難しくさせる要因に重点を置く研究もされている（簡他? 2010）。タイ人日
本語学習者を対象とするアスペクト「テイル」の研究には、タサニー（2000）とドゥアン
ケーオ（2013）がある。ここでは、タイ人日本語学習者を対象としたタサニー（2000）と
ドゥアンケーオ（2013）を紹介したい。 
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???? タサニー（2000）の研究?
タサニー（2000）は、タイ人日本語学習者 101 人による日本語作文と、執筆者本人によ
るそのタイ語訳を取り出して、タイ人日本語学習者の（テイルを含む）アスペクト表現の
使用状況と誤用の要因を分析している。タサニーは、誤用の要因の一つとして「タイ語と
日本語のアスペクトの認識の違い」があると結論付けている。その結論の中から「テイル」
に関係すると考えられるものを以下のようにまとめる。 
1）日本語では、「テイル」は継続性、パーフェクト性、反復性の意味を表わしているの
に対し、タイ語では、「kamlangiii」は継続性の進行を、「yuu」は継続性と反復性を、そし
て、「lEEwiv」はパーフェクト性を表わす。つまり、日本語では、「継続性」「パーフェク
ト性」「反復性」の継続を共通項として捉えているが、タイ語ではそれぞれの概念を別のも
のとして捉える。タイ語話者のアスペクト表現の誤用は少なくとも両言語間の継続性とパ
ーフェクト性で表現される領域にずれがあることに起因すると考えられる。 
2）個々の動詞を見た場合、動詞の語彙的意味とアスペクト形式との相関性にも違いが
見られる。特に、変化動詞では「ル」形は未実現の意味しか持たない。実現した変化状態
を表すには「テイル」を伴っている必要がある。タイ語の変化動詞は実現した変化状態を
表しているので、基本形のままで用いられる。また、「テイル」形は恒常的な状態や性質を
表わす形式としても用いられ（例えば、山がそびえている、あの人は変わっているなど）、
習得の段階で記憶されなければならない。 
タサニー（2000）では、タイ人日本語学習者の「テイル」の全体的な習得状況は分析さ
れているが、「結果状態」における誤用の要因は表面的にしか分析されていない。しかも、
その分析では、学習者から直接聞いたフォローアップ・インタビューなどによるものでは
なく、タサニー自身が日本語学習者の書いた作文を見て分析したため、学習者の「誤用の
要因」を分析するには不十分であると考えられる。 
 
???? ドゥアンケーオ（2013）の研究?
? ドゥアンケーオ（2013）は、タイの大学で日本語を専攻している大学生 51 人を対象と
し、「テイル」の中心的な用法である「進行中」と「結果状態」のどちらの習得がタイ人日
本語学習者にとってより困難であるかを文法テストを用いて調べた。また、各用法におけ
る「習得を促す要因」と「誤用の要因」をフォローアップ・インタビューを用いて調べた。
その結果、以下の点が明らかになった。?
? 1）先行研究と同じようにタイ人日本語学習者にとって「結果状態」の用法は「進行中」
の用法より習得が困難である。?
? 2）タイ人日本語学習者の「テイル」の習得において見られた「習得を促す要因」は、「母
語の影響」「言語処理のストラテジー」「授業外での日本語との接触」「インストラクション
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の影響」であると考えられる。?
3）タイ人日本語学習者の「テイル」の習得において見られた「誤用の要因」は、「母語
の影響」「言語処理のストラテジー」「言語内エラー」であると考えられる。?
?
? ドゥアンケーオ（2013）の問題点を以下にまとめる。 
1）タサニー（2000）と同じように、タイ人日本語学習者の「テイル」の全体的な習得
状況は分析されているが、「結果状態」における誤用の要因は表面的にしか分析されて
いない。 
? 2）「結果状態」における文法テストの問題数が非常に少なく、タイ人日本語学習者の習
得状況を分析するのに不十分である。 
? 3）母語であるタイ語の干渉を表面的にしか触れていない。 
 
? 以上のことから見られるように、日本語の「テイル」のへの理解の不十分さ、タイ語か
らの影響、動詞の種類など、アスペクト「テイル」の習得に影響を与える要因は様々であ
るが、これらの要因がタイ人日本語学習者が「テイル」を学習する際にどのように影響を
与えるかを分析する研究はまだ少ない。特に習得が困難である「結果状態」の習得状況と
その要因を明らかにするには、今までの研究だけでは十分解決できたとは言いがたいと考
えられる。そこで、本稿では以上のことを踏まえて、今まで行われていないタイ人日本語
学習者における「結果状態」の「テイル」の習得状況と各要因を詳細に分析し明らかにす
る必要があると思われる。特にタイ人日本語学習者のタイ語の影響を受けて生じたと考え
られる誤用に着目する。 
 
?．「結果状態」に対応するタイ語の文法形式?
? アスペクト「テイル」の「結果状態」の用法の分類の基準は文法学者によって様々で 
あるが、本研究ではタイ人日本語学習者の習得状況と各要因を明らかにすることを目的に
しているため、「結果状態」の用法を「対応するタイ語の文法形式」において分類すること
にした。本稿では、ドゥアンケーオ（2013）の分類を改善し以下の通り分類することにす
る。 
表 1? 本稿で扱う「結果状態」の「テイル」に対応するタイ語の文法形式 
対応するタイ語の文法形式 所属するタイ語の動詞 例文 
?  
（A) 「動詞＋」 
?  
結婚する(tɛŋŋaan)、婚約する(man)、 
慣れる(chin)、始まる(rəəm)、 
届く(thɯŋ)、遅刻する(saay) 
chan   tɛŋŋaan   lɛɛw 
 私    結婚する （完了) 
私は結婚している 
?  
（B) 「動詞（＋）」 
?  
（ドアが）開く(pəət)、（テレビが）点く 
(pəət)、壊れる(siia)、落ちる(tok)、 
行く(pai)、倒れる(lom)、ほどける(lut) 
thiiwii   phaŋ     yuu 
テレビ   壊れる    いる 
テレビは壊れている 
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? 以上の表から分かるように、日本語における「結果状態」を表わすのに「テイル」が対
応するのに対し、タイ語においては「動詞＋」「動詞（＋）」という 2 つの文法形
式が対応する。そこで、この 2 言語間の違いが、タイ人日本語学習者の「結果状態」の「テ
イル」の習得に影響を与え、誤用を生じさせてしまう可能性も十分あると考えられる。 
 
?．調査?
???? 調査目的?
1）中・上級タイ人日本語学習者における「結果状態」の「テイル」の誤用の要因を探
る。また、それらの要因がどのように「結果状態」の「テイル」の習得にに影響を与えて
いるかを探る。 
? 2）日本滞在経験の有無という違いで学習したタイ人学習者の「結果状態」の「テイル」
の習得状況が異なっているかどうかを探る。 
 
???? 資料収集方法?
? 資料収集方法は、（1）調査紙による文法テストと（2）フォローアップ・インタビュー
という 2 つの段階から成り立っている。文法テストは、「結果状態」の「テイル」を使う
べき時正しく選択できるかどうかを測るために実施する。しかし、文法テストで正しく選
択できたとしても、調査協力者が正しく「テイル」に関して正しい知識を持っているとは
限らない。フォローアップ・インタビューは、文法テストだけでは測ることができない「調
査協力者が正しく「テイル」を理解できているかどうか」を測るために実施する。それぞ
れの詳細は以下の通りである。 
 
?????? 文法テスト?
? （?）文法テストの構造及び設問の詳細?
? 文法テストは、①文法性判断テスト、②翻訳テスト、③多肢選択テストという 3 つの部
分から成り立っている。文法性判断テストの問題数は 5 問（そのうちの 2 問がダミー問題）、
翻訳テストは 6 問、多肢選択テストは 11 問（そのうちの 2 問がダミー問題）あり、全部
合わせて 22 問（そのうちの 5 問がダミー問題）ある。本調査で扱う「動詞＋」のグ
ループに属する動詞は、「始まる」「なる」「腐る」「治る」「止む」「届く」「終わる」「過ぎ
る」で、「動詞＋」のグループに属する動詞は「混む」「落ちる」「疲れる」「消える」「帰
国する」「壊れる」「汚れる」「濡れる」「入院する」である。 
 
? （?）実施期間?
? 2014 年 3 月 15 日から 2014 年 4 月 8 日にかけて実施した。 
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（?）調査対象者?
? 本調査の調査対象者は、タイ語を母語とする日本語学習者 11 人である。調査協力者の
詳細は以下の通りである。 
? （ⅰ）タイの大学で日本語を専攻していたタイ語を母語とする日本語学習者で、日本に
滞在した経験のないグループ（3 人） 
? （ⅱ）タイの大学で日本語を専攻していたタイ語を母語とする日本語学習者で、日本に
滞在した経験のあるグループ（6 人） 
?（ⅲ）タイの大学で日本語を専攻していないが、日本の大学に在学中のグループ（2 人） 
 
???? 調査の結果と考察?
?????? 文法テストで分かったこと?
? 1）図１から分かるように「結果状態」の「テイル」の習得が最も進んでいるのはグル
ープⅱであることが分かった（平均点数 66.65％）。つまり、タイの大学で日本語を専攻し、
日本滞在の経験もある学習者が最も習得が進んでいることが分かった。グループⅰとグル
ープⅲの点数はほとんど差がなく同じくらい進んでいることになる。 
 
図１? 各グループの平均点数（％） 
 
 
2）図 2 から分かるように、同じ「結果状態」の「テイル」でも動詞によって正答率が
異なっている。 
図 2 は、各動詞の正答率を示すものである。本調査で扱った動詞を正答率の高い順で並
べると、正答率が最も高い上位の 7 つの動詞が「動詞＋」のグループに属する動詞で
あることが分かった。また、正答率の最も低い下位の 7 つの動詞が「動詞＋」のグル
ープに属する動詞であることが分かった。 
 
 
 
（ⅰ） （ⅱ） （ⅲ） 
平均点数（％） 51 66.65 47.06
0
20
40
60
80
平均点数（％） 
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図 2? 各動詞の正答率（％） 
 
?
?????? フォローアップ・インタビューでわかったこと?
?）学習者が正しく「テイル」を選択できたとはいえ、学習者がかならず「結果状態の?
「テイル」に関して正確に理解できているとは限らない?
? 本調査では、文法テストを使用したため、学習者が与えられた文脈に沿って適切な表現
を選択できるかどうかは見ることができる。しかし、学習者が正しく選択できたとはいえ、
学習者が正しく理解できているとは限らない。ドゥアンケーオ（2013）は、「タイ人日本
語学習者は、よく「結果状態」の「テイル」を「進行中」の「テイル」と混同するv」と述
べている。すなわち、正しく選択できた学習者でも正しく理解できていないこともあるで
あろうと考えられる。そのため、学習者が文法テストを受けている際に何を考えてどのよ
うな理由で選択したのかを探るために、フォローアップ・インタビューを実施した。 
? フォローアップ・インタビューをした結果、「結果状態」の「テイル」に関して間違っ
た知識を持っている調査協力者が何人かいた。仁田（2009）viは、「結果状態」の「テイル」
について、「動きが終わりその結果生じた新しい状態が主体に今現に（焦点の当たっている
基準時に）存在・継続していることを表す」と説明している。つまり、「動詞の動きが「終
わり」その状態が発話時に残っている」ということになるが、フォローアップ・インタビ
ューをした結果、誤用した調査協力者もちろんであるが、正しく選択出来た人も正しく理
解できていないことが分かった。以下は、調査協力者の各動詞の回答理由の一部を示した
ものである。 
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表 2 調査協力者の各動詞の回答理由（一部） 
動詞 選択理由 回答した人数 
始まっている まだ始まっていない。始まろうとしている。 4 
止んでいる まだ止んでいない。止もうとしている。 5 
届いている まだ届いていない。発送中である。 5 
終わっている まだ終わっていない。終わる直前である。 3 
落ちている まだ床につかず、宙に浮いている。 1 
帰国している まだ国に向かっている飛行機の中である。 1 
過ぎている バスがバス停と同じ位置で、通り過ぎている最中である。 6 
治っている 治りかけで、まだ治っていない。（まだ傷が残っている。） 9 
腐っている 一部だけ腐っていて、まだ食べられる部分が残っている。 5 
なっている 完全に水になっていない。溶けつつある。 6 
?  
表７から見ると、多くの調査協力者が「結果状態」の「テイル」に関して正しい知識を
持っていないことが分かる。調査協力者は、「動きが終わって、その状態が現在まで残って
いる」という意味で捉えるのではなく、「動きがまだ終わっていない」、つまり「進行中」
として解釈しようとして間違えた調査協力者が何人かいた。特に多く間違えて捉えられた
のは、「過ぎている」と「なっている」と「治っている」で、半分以上の調査協力者が間違
えて捉えている。この誤用の要因として「導入順序」が考えられる。先に導入された「進
行中」の「テイル」が定着し、「結果状態」の「テイル」に遭遇した時にも「進行中」と解
釈してしまうことが考えられるだろう。このテストでは正しく選択できて問題が起こらな
かったとしても、理解が間違ったままでは、産出する時にも間違えてコミュニケーション
に支障を来たしかねないと考えられる。 
 
?）「動詞（＋）」のグループの方が「動詞＋」のグループより習得が容易であると
いう傾向がある?
本稿では、日本語の「結果状態」の「テイル」に対応するタイ語を 2 つのグループに分
けている。「動詞＋」のグループに属する動詞は、「始まる」「腐る」「なる」「治る」「届
く」「止む」「終わる」「通り過ぎる、過ぎる」であり、「動詞（＋）」のグループに属す
る動詞は、「混む」「落ちる」「疲れる」「消える」「帰国する」「壊れる」「汚れる」「濡れる」
「入院する」であるが、図 2 を見ると、「動詞（＋）」に属する動詞の正答率がすべて
「動詞＋」の正答率より高いことが分かった。日本語の動詞の分類においてはどの動
詞も「主体変化動詞」であるが、この動詞が「結果状態」の「テイル」と一緒に使われた
時の対応するタイ語が異なるのが誤用の要因の一つであると考えられる。 
 
?）母語であるタイ語の影響が見られた?
? フォローアップ・インタビューの結果から見ると、母語であるタイ語の影響が 2 パター
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ン見られた。1 つ目は、「タイ語では○○と言うから、選択した」というパターンで、２つ
目は、タイ語で考えて選択するというパターン 1 とは違って、タイ語母語話者の持ってい
る概念から影響を受けるパターンである。パターン 1 は、調査協力者がテストの問題に答
える時に、頭の中でタイ語で考えてそのままタイ語の言い方を使って選択するというパタ
ーンである。パターン２は、調査協力者がテストの問題に答える時に、タイ語で考えるの
ではなく日本語で考えるが、今まで使ってきたタイ語の概念に影響を受けて選択したとい
うパターンである。例えば、多肢選択テストの「なる」という動詞の問題においては、11
人中 9 人の調査協力者が「（氷が溶けて水に）なっている」ではなく、「なった」が正しい
と回答した。フォローアップ・インタビューで調査協力者に回答理由を尋ねたら「「なる」
という出来事が過去に起こったから」とみんな説明している。つまり、日本語では、過去
に動きが終わって現在まで続いている「状態」として捉えるのに対し、タイ語では、「現在
までの「状態」として続いている」ではなく、「過去に動き（出来事）があった」と捉える
のである。このような捉え方の違いがタイ人の「結果状態」の「テイル」の誤用の要因の
一つであろう。 
?  
?．まとめ?  
以上、本調査の結果から次のようなことが分かる。 
1）日本滞在経験がある調査協力者の方が正答率が高いことから、学習環境が「結果状
態」の「テイル」に影響を与えている。つまり、日本語のインプットがより多い日本
に滞在経験のある調査協力者の方が「結果状態」の「テイル」の習得が進んでいる可
能性が示唆されている。今後詳しく調べる必要があると考えられる。 
2）タイ人日本語学習者にとって「動詞＋」のグループに属する日本語の動詞の方
が「動詞（＋）」のグループに属する動詞より習得が困難である。その要因として、
母語であるタイ語の言語形式とタイ語の概念が影響を与えていると考えられる。 
3）多くの学習者が「結果状態」の「テイル」について誤った知識を持っている。多く
の調査協力者は「結果状態」の「テイル」を「進行中」の「テイル」と間違えている。
例えば、表２から分かるように、「治っている」に関して間違った知識を持っている
調査協力者が 11 人中 9 人もいた。 
?  
? 本調査では、タイと日本に住む日本語学習者を対象に、文法テストとフォローアップ・
インタビューを用いてタイ人日本語学習者の「結果状態」の「テイル」の習得状況とそれ
に対するタイ語の影響の分析を試みた。今後の課題として、文法テストを改善し、さらに
調査対象者の人数を増やして調査を実施する必要があると考えられる。また、タイ語の影
響を考慮した効果的な教え方を考えたい。 
?
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＜稿末資料＞?
文法テストの例?
文法性判断テスト 
以上の下線部のところは文法的に正しいでしょうか。正しくないと判断した場合は正しい
答えを書いてください。 
1.（2 人の学生が話しながら学校に向
む
かう途中
とちゅう
） 
学生 A：今何時？ 
学生 B：10 時だよ。 
学生 A：えー、もう授業
じゅぎょう
始
はじ
まっているじゃない。急
いそ
がないと！ 
1）正しい  2）正しくない 
正しい答え：     
翻訳テスト 
提示されてある状況を想像しながら、「」の中にある「タイ語」を「日本語」に訳してく
ださい。 
1. คณุไปดหูนงักบัเพื่อน ระหวา่งที่ก าลงัดหูนงัคณุเผลอหลบัไป พอคณุตื่นขึน้มาพบวา่หนงัได้จบไปแล้ว 
あなたは友達と映画を見に行きます。映画の上映中にあなたは寝てしまった。起きた時は
映画がもう終わっていることに気が付いた。 
「อ้าว หนงัจบแล้วนี่นา」→         
多肢選択テスト 
正しいと思ったものをすべて選びなさい。 
1. ミント：ノンさん、先週転
ころ
んで怪我
け が
したと聞いたよ。 
? ノン：うん、傷
きず
は結
けっ
構
こう
深
ふか
かったけど、もう大丈夫だよ。ほら、見て！ 
? ミント：おー。本当だー。傷
きず
が  ！よかったねー！ 
【1．治
なお
る ? 2．治
なお
った 3．治
なお
っている ? 4．治
なお
っていた】 
                                                   
i ? 「テイル」の習得に関する今まで先行研究では「動作の継続」や「動作の持続」と表示されることが
多いが、本稿では「進行中」と表示する。 
ii ?「テイル」の習得に関する今までの研究では「結果の状態」と表示されることが多いが、本稿では「結
果状態」と表示する。 
iii? 本研究では、「kamlaŋ」と書くが、意味は同じである。 
iv 本研究では、「?ɛɛ?」と書くが、意味は同じである。 
v タイ人日本語学習者は、「結果状態」を表す「ペンが落ちている」を「ペンが宙に浮いている」つまり
「進行中」と混同する学習者は少なくない（ドゥアンケーオ 2013）。 
vi仁田（2009）は、「結果状態」を「結果残存」と呼んでいる。 
